
平成 28 年第 2回市議会定例会 一般質問通告（要旨） 
 

 平成 28 年 6 月 16 日（木）  

 

１ 平口 朋彦 議員 

１ 

件名 大きな岐路を迎える片浜地区の今後について発展的展望をどう描いてい

くのか。またこどもたちへの配慮は最大限なされなければならない。具

体的な対応をお聞きする。 

(1) 

補正予算として計上されている「片浜地区まちづくり事業」につい

て、この取り組みで片浜区民１,１４９人の総意としてのコンセンサスを

得られるか。計画が実行段階に入った際の予算規模は。 

(2) 

主体性をもった「地域づくり」を推進していく一方、行政側もある程

度「まちづくり」に対し責任を有した形でアイデアを持つべきであると

考えるが。 

(3) 

子どもたちに対しては万全の配慮が必要である。スクールバスの運用

や備品準備、精神的なケアなどを含めた具体的な対応策をお聞きする。

また「津波浸水域」にある学校へ通わせる懸念の声も多く寄せられてい

るが、今後どのように考えているかを問う。 

２ 

件名 より実効性のある津波避難計画構築を目指し、「災害協定」や「要避難

援護者」への支援の方法、形骸化が懸念される従前の避難訓練と伸び悩

む参加者数について今一度問う。 

(1) 

市では様々なケースを想定し特別養護老人施設などと「災害協定」を

結んでいるが、既存の利用者さんとのすみ分けや整合性などの取り決め

の詳細をお聞きする。また現状課題はないのか。 

(2) 

「要避難援護者支援計画」については、懸念や不安の声も多く聞かれ

る。詳細な部分まで言及した明確なガイドラインを提示する必要であ

り、また独自の条例制定などをも視野に入れるべきと考えるが。 

(3) 

「避難訓練」が形骸化してきているように感じるが、大幅なテコ入れを

施し、今一度災害に対する喚起を図るべきではないか。新たなアイデア

等あればお聞きする。また伸び悩む参加率の向上へ向けた対策も必要で

あると感じるがいかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 村田 博英 議員 

１ 

件名 高台開発プロジェクトの進捗状況を伺う 

(1) 東名相良 IC 北側の開発構想の具体的なプランを確認する。 

(2) 中核施設などの誘致状況は如何に。 

(3) その経済効果と波及効果は。 

２ 

件名 MIJBC 構想による事業の内容を問う 

(1) 製造するものはどのような物か、またその経済効果は。 

(2) 海外との取引のリスクヘッジはどの様にするか。 

(3) 
MIJBC センターを設置するとのことであるが、どんな体制でやるのか。

またその規模や最終的な構想を伺う。 

 

３ 植田 博巳 議員 

１ 

件名 地震津波被災時の避難所、仮設住宅などの計画及び防潮堤の実施計画に

ついて 

(1) 

津波から避難タワーなどに緊急避難した後、避難所で避難生活を送る

が、避難所が被災した場合等どのような２次的な計画を持っているの

か。長期的な仮設住宅の建設地や民間借り上げ住宅などの活用など、ど

のような計画を持っているのか。 

(2) 
命を守る津波防災防潮堤について、防潮堤計画の具体的な説明がない

が、どのような計画になっているのか。 

 

４ 中野 康子 議員 

１ 

件名 想定される東南海地震に対応した地域防災対策の在り方 

(1) 
東日本大震災の復興状況や熊本地震の知見から、改めて検討していか

なければならないことにはどんな事があるか。 

(2) 
市内の「土砂災害警戒区域」３４２箇所は、市民にどのような方法で

周知しているか。 

(3) 
避難所での生活困難な妊婦や障がい者等の受け入れに対する市の体制

はどう考えているか。 

 

 

 

 

 



５ 藤野 守 議員 

１ 

件名 原子力防災訓練実施と今後の避難計画について 

(1) 原子力規制委員会の新規制基準について。 

(2) これまでの避難訓練との関連について。 

(3) 市の避難計画の策定について。 

２ 

件名 平和都市宣言による非核、平和への取組みについて 

(1) 平和都市宣言について。 

(2) 非核・平和事業の取組みについて。 

 

６ 大石 和央 議員 

１ 

件名 原子力災害広域避難計画と諸課題について 

(1) 
県の広域避難計画では、避難の判断基準が PAZ 圏内と UPZ 圏内では異

なり、UPZ では被曝が前提となっているが見解を伺う。 

(2) 
市の消防体制は静岡市消防局に委託されたが、原子力災害についての

事務・業務のどのような責務を果たすのか。市の関与は。 

(3) 
安定ヨウ素剤の PAZ 県内の配布状況と UPZ 圏内での対応。 

今年度の原発学習会の予定について。 

２ 

件名 社会教育委員の提言について 

(1) 
田沼・はりはら両塾の統一化を社会教育委員で検討した理由と経緯。

また提言を受けた教育委員会の対応についてお聞きする。 

(2) 
社会教育委員の提言書検討において、両塾（運営委員及び役員）はど

のように係わったのか。 

(3) 
自治基本条例推進会議での公共施設マネジメントの計画策定におい

て、この統合が話題に上がったと聞くがなぜか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 名波 喜久 議員 

１ 

件名 子育て支援における遠距離通学費全額補助について 

(1) 

来年度からのスクールバス導入も踏まえ、義務教育で皆平等の観点か

ら、公共交通機関利用の遠距離通学費の全額助成についての方向性を伺

う。 

２ 

件名 危険廃屋の撤去等今後の対応について 

(1) 
海岸線沿いでの危険廃屋が散見され早急な対応が求められると思う

が、今後の協議会運営を含め対策につき伺う。 

３ 

件名 消防救急車両の出動短縮への公道整備について 

(1) 

牧之原消防署から出動し、バイパス大沢インター利用時に大廻りした

コースで時間のロスを生じている状況である。現状を踏まえて今後の対

策を考えているのか伺いたい。 

 


